
特 定 非 営 利 活 動 法 人

東 京 断 酒 新 生 会
1.事業報告

2.事業に関する事項

シングル 単身者の断酒例会開催 月2回 十思スクエア他 24人 会員･家族･行政･医療･市民 26人

アメシスト 女性のみの断酒例会開催 月2回 井之頭病院他 48人 会員･家族･行政･医療･市民 83人

1 関東ブロック協議会 年3回 主管開催地 15人 本部役員　5人

2 全断連セミナー 2月予定 中止 2人 本部役員家族

3 全断連関係主催行事 随時 主管開催地 会員･家族　200人

1 地域断酒会での実施 随時 地域断酒会  酒害相談者　　1,000人

2 酒害相談員勉強会 未定 中止 酒害相談員

3 公開SBIRTSセミナー 11月30日公開 youtube 行政･医療関係者610人

4 ｢断酒宣言の日｣キャンペーン 11月10日 各断酒会 50人 会員･家族･市民　2,000人

5 病院でのメッセージ活動 随時 各病院 10人 会員･家族･市民　1,000人

6 市原刑務所教育活動 毎月1～2回 市原刑務所 36人 受刑者　約100人

7 ｢指針と規範｣の勉強会 毎月 十思スクエア 3人 会員家族  91人

　
会員･家族･行政･医療･市民他

14,900人

令和３年度事業報告
令和３年4月1日～令和４年3月31日

(1)特定非営利活動にかかわる事業

事業名 事業内容 実施日時 実施場所
従事者
人数

受益対象者及び人数

　令和３年度は引き続き新型コロナウィルスの感染防止のため断酒例会と断酒会行事の会場が利用制限を受け、断酒
会にとって活動が困難な状況が続きました。リアルの例会と完全に同等にはなりませんがオンライン例会を開始して
います。断酒会への入口になる効果は明らかです。
　本年度も全国大会を始め研修会や各地方の記念行事、ブロック大会等は中止となり、リアルでの交流事業が制限さ
れています。東京断酒新生会の事業も総数は例年より少なくなりますが、各地区での例会開催とオンラインツールを
活用しました。東京断酒新生会のオンラインSBIRTSセミナーをyoutubeで公開しました。
　3月27日に昼例会ハートボックスの1000回記念大会を開催し107人の参加でした。第60回全日本断酒連盟全国(東京)
大会実行委員会も本格化します。今期の入会者は40人、退会者は55人、期末会員数は311人でした。

会員･家族･行政･医療･市民他
230,000人

断酒例会

1
本部主催による例会開催。入会
月別に会員の断酒継続を表彰

総務部会
(会計･渉外)

事務局 　
厚労省アルコール関連問題
啓発フォーラム

オンライン予定 中止

毎月末
江東区

総合区民センター 96人

3 昼例会｢ハートボックス｣ 毎週火･金曜日
東京都障害者

福祉会館
　

会員･家族･行政･医療･市民他
1,256人

会員･家族･行政･医療･市民他
519人

2
地域断酒会他による
断酒例会の開催

毎日
各地域公共施設

等

10人 会員･家族･行政･医療･市民他

会員･家族･行政･医療･市民他
18,500人

2
アルコール依存症者に対する
マスコミ取材への対応 随時

本部事務所およ
び各例会会場 6人 取材者4人

会員･家族･行政･医療･市民他
160,000人

1 新入会員勉強会 2月11日 江東区
総合区民センター 8人 会員･家族28人

教育研修部会
2 次期リーダー育成研修会 8月予定 中止 5人

広報部会

1
会員(家族)および医療･行政友好
団体への機関紙発行送付 毎月 本部事務所 24人

3
インターネットメディアでの
広報活動･更新

随時 本部事務所 36人

オンライン 2人

酒害相談部会

IT 推進部会 　
ホームページでの広報･更新･保
守･管理･監視

毎日 本部事務所 36人

会員･家族･行政･医療･市民他

全国大会
実行委員会

全国大会(2023年東京開催)
実行委員会

会員定着
対策部会

1 定着対策勉強会(テーマ未定) 未定 中止 10人 会員･家族･行政･医療･市民他

2 地域断酒会会長

7月～毎月 江東区
総合区民センター 10人 実行委員　280人1

地域断酒会会長会 2月予定 中止 7人

アルコール健康障害
対策基本法推進 東京都アルコール対策の推進 随時

新型コロナウィルスの状況
により中止としました。

　

(2)収益事業無し

2
関東ブロック親善
ソフトボール大会

中止
江戸川広域運動

野球場 　行事部会

1
レクリエーション
(会員･家族の親睦)

中止
浜離宮

恩賜庭園 　

3
年末特別例会　第52回
奥様に感謝を捧げる酒なし忘年会 中止

江東区
カメリアホール


